
二
二 

歌
会
始
の
儀
、
講
書
始
の
儀 

 
皇
室
事
項  

平
成
二
十
一
年
歌
会
始
の
お
題
及
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領  

一 

平
成
二
十
一
年
歌
会
始
の
お
題 

 
 

「
生
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。 

（
注
）
お
題
は
「 
生せ

い  

」
で
す
が
、「
生
」
の
文
字
を
使
用
し
て
い
れ
ば

「 

一い
っ  

生
し
ょ
う  

」
の
よ
う
に
「
し
や
う
（
し
ょ
う
）
」
と
読
ん
で

も
、
例
え
ば
「 

生い  

く
」、「 
生い  
き
る
」、「 

生う 

む
」、「 

生お  

ふ
」

の
よ
う
に
訓
読
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。 

二 

詠
進
歌
の
詠
進
要
領 

(

一) 

詠
進
歌
は
、
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短
歌
で
一
人
一
首
と
し
、

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。 

(

二) 

書
式
は
、
半
紙
（
習
字
用
の
半
紙
）
を
横
長
に
用
い
、
右
半
分
に
お

題
と
短
歌
、
左
半
分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名
（
本
名
、

ふ
り
が
な
つ
き
）
、
生
年
月
日
及
び
職
業
（
な
る
べ
く
具
体
的
に
）
を
縦

書
き
で
書
い
て
く
だ
さ
い
（
書
式
図
参
照
）。 

無
職
の
場
合
は
、
「
無
職
」
と
書
い
て
く
だ
さ
い
（
以
前
に
職
業
に
就

い
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
な
る
べ
く
元
の
職
業
を
書
い
て
く
だ
さ

い
。）。 

な
お
、
主
婦
の
場
合
は
、
単
に
「
主
婦
」
と
書
い
て
も
差
し
支
え
あ
り

ま
せ
ん
。 

(

三) 

用
紙
は
、
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
海

外
か
ら
詠
進
す
る
場
合
は
、
用
紙
は
随
意
と
し
、
毛
筆
で
な
く
て
も
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん
。 

(

四) 

病
気
又
は
身
体
障
害
の
た
め
毛
筆
に
て
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
は
左
記
に
よ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ア 

代
筆
（
墨
書
）
に
よ
る
。
代
筆
の
理
由
、
代
筆
者
の
住
所
及
び
氏
名

を
別
紙
に
書
い
て
詠
進
歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い
。 

イ 

本
人
が
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
使
用
し
て
印
字
す
る
。
こ
の

場
合
、
こ
れ
ら
の
機
器
を
使
用
し
た
理
由
を
別
紙
に
書
い
て
詠
進
歌
に

添
え
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

ウ 

視
覚
障
害
の
方
は
、
点
字
で
詠
進
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。  

三 

注
意
事
項 

 
 

次
の
場
合
に
は
、
詠
進
歌
は
失
格
と
な
り
ま
す
。 

(

一) 

お
題
を
詠
み
込
ん
で
い
な
い
場
合 

(

二) 

一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場
合 

(

三) 

詠
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
短
歌
と
同
一
又
は
著
し
く
類
似
し
た
短

歌
で
あ
る
場
合 

(

四) 

詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
わ
れ
る
以
前
に
、
新
聞
、
雑
誌
そ
の
他
の
出

版
物
、
年
賀
状
等
に
よ
り
発
表
し
た
場
合 

(
五) 

二
の(

四)

に
記
し
た
代
筆
の
理
由
書
を
添
え
た
場
合
を
除
き
、
同
筆 

 



と
認
め
ら
れ
る
す
べ
て
の
詠
進
歌 

(

六) 

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
を
書
い
て
な
い
も
の
そ
の
他
こ
の

詠
進
要
領
に
よ
ら
な
い
場
合 

四 
詠
進
の
期
間 

お
題
発
表
の
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
消
印

が
九
月
三
十
日
ま
で
の
も
の
を
有
効
と
し
ま
す
。 

五 

郵
便
の
あ
て
先 

「
〒
一
〇
〇
－
八
一
一
一 

宮
内
庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。
詠
進
歌
は
、
小
さ
く
折
っ
て
封
入
し
て
差
し
支
え
あ

り
ま
せ
ん
。 

六 

疑
問
が
あ
る
場
合
に
は
、
直
接
、
宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信
用
切
手
を
は
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、
九
月
二

十
日
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp://w

w
w

.ku
n

aich
o.go.jp/12/d12-08.h

tm
l

）
を
御
参
照
く
だ

さ
い
。    

（
注
）
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て 

・
利
用
目
的 

二
（
二
）
で
記
載
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
歌
会
始
の

た
め
に
必
要
な
範
囲
で
利
用
し
ま
す
。 

・
利
用
及
び
提
供
の
制
限 

法
令
に
基
づ
く
開
示
要
請
が
あ
っ
た
場
合
そ

の
他
特
別
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
利
用
目
的
以
外
の
目
的
の
た

め
に
自
ら
利
用
し
、
又
は
第
三
者
に
提
供
し
ま
せ
ん
。 

 

              

（『
官
報
』
第
４
７
４
７
号
平
成
２
０
年
１
月
１
６
日 

水
曜
日
） 

 

〒

　

 

住

 

 

所

　

　

　

 

 

 

 

 

電

話

番

号

　　

 

 

 

 

 

 

 

氏

 

 

名

　

　

　

 

 

 

 

 

生

年

月

日

　

職

業

 

お

題

　

「

生

」

 

 

、

、

、

、

、

、

、

、

 

 

、

、

、

、

、

、

、

、

書　　式　　図

（横　　　　長）

（
山
折
り

） 

ふ  

り  

が  

な 

 


